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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

３

大 河 俳 優 ら 豆 ま き
豊臣博成功願い坂井真紀さんら

東
京
の
川
出
さ
ん
最
優
秀
賞

鉄

道

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

海
と
大
地
」
が
輝
い
た
。
「
天
候

や
構
図
な
ど
、
す
べ
て
に
お
い
て

完
璧
」
と
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

優
秀
賞
は
星
野
友
宏
さ
ん
（
神

奈
川
県
川
崎
市
）
の
作
品
「
幸
福

ゆ
き
」
、
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア
賞

に
は
大
平
哲
也
さ
ん
（
東
京
都
府

中
市
）
の
作
品
「
今
日
も
汽
車
通
」

が
選
ば
れ
た
。
猪
井
貴
志
審
査
委

員
長
は
「
風
景
の
中
で
『
い
い
な
』

と
感
じ
た
瞬
間
、
そ
の
主
役
を
い

か
に
引
き
立
て
ら
れ
た
か
が
ポ
イ

ン
ト
だ
」
と
総
評
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

「
ふ
る
さ
と
の
駅
と
鉄
道
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
第
５
回
長
浜
鉄

道
ス
ク
エ
ア　

鉄
道
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
受
賞
作
30
点
が
決
ま
っ

た
。
３
月
31
日
ま
で
長
浜
市
北
船

町
の
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア
で
作
品

展
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

65
人
か
ら
１
４
５
点
の
応
募
が

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
。
最

　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
練
馬

　
　
　
　
　
　
　
　

区
の
川
出
尚

　
　
　
　
　
　
　
　

志
さ
ん
が
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｒ
指
宿
枕
崎

　
　
　
　
　
　
　
　

線
（
頴
娃
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

西
頴
娃
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　

で
撮
影
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
「
空
と

　

長
浜
市
内
で
開
催
中
の
北
近
江

豊
臣
博
覧
会
の
成
功
を
願
っ
て
、

福
豆
ま
き
「
長
浜
招
福
祭
」
が
２

月
３
日
、
同
市
公
園
町
の
豊
公
園

雁
木
広
場
で
行
わ
れ
た
。
大
河
ド

ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
に
出
演
し

て
い
る
ゲ
ス
ト
の
俳
優
を
一
目
見

よ
う
と
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

招
福
祭
は
午
前
と
午
後
の
２
回
。

ド
ラ
マ
出
演
俳
優
、
坂
井
真
紀
さ

ん
（
母
・
な
か
役
）
や
池
田
鉄
洋

さ
ん
（
丹
羽
長
秀
役
）
、
倉
沢
杏

菜
さ
ん
（
妹
・
あ
さ
ひ
役
）
、
乃

木
坂
46
の
井
上
和
さ
ん
（
茶
々
役
）

ら
が
福
女
・
福
男
と
し
て
登
場
し

た
。
き
の
も
と
認
定
こ
ど
も
園
や

長
浜
幼
稚
園
な
ど
の
園
児
ら
も
共

に
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
盛

り
上
げ
た
。

　

俳
優
と
園
児
た
ち
は
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、

豊
国
神
社
で
祈
と
う
を
受
け
た
福

豆
計
５
０
０
０
袋
を
市
民
や
観
光

客
に
向
け
て
投
げ
た
。
市
民
ら
は

福
を
受
け
取
ろ
う
と
、
ス
テ
ー
ジ

に
向
け
て
懸
命
に
手
を
伸
ば
し
て

い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

県
立
大
が
Ｐ
Ｒ
動
画

 

10
分
間
で
特
色
や
学
生
の
声

バ ル ブ 生 産 高 過 去 最 高
昨年 2 3 社で計 3 3 8 億円

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

が
、
約
10
分
間
の
動
画
に
す
る
こ

と
で
大
学
の
日
常
を
よ
り
感
じ
や

す
く
し
た
。
本
学
の
教
育
・
研
究

の
特
色
▽
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
・

施
設
紹
介
▽
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー―

―

な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

「
少
人
数
な
の
で
発
言
が
し
や

す
く
て
、
授
業
と
か
も
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
感
じ
」
「
興
味
の
あ
る
分

野
を
自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
学
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
成
長
し
た
な
と
思

い
ま
し
た
」
な
ど
学
生
の
声
を
収

録
し
て
い
る
。

　

県
立
大
（
彦
根
市
八
坂
町
）
は

２
月
、
受
験
生
や
保
護
者
、
企
業
、

地
域
住
民
ら
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
動
画

を
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
な
ど
で
公
開
し
た
。
「
キ
ャ
ン

パ
ス
は
琵
琶
湖
。
テ
キ
ス
ト
は
人

間
。
」
と
い
う
大
学
の
モ
ッ
ト
ー

と
、
「
地
域
に
根
差
し
、
地
域
に

学
び
、
地
域
に
貢
献
す
る
」
大
学

の
姿
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
（
冊

子
）
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
き
た

素
材
17
億
８
１
５
１
万
円
（
同
17

・
１
％
増
）
。
今
後
は
公
共
事
業

や
民
間
投
資
に
期
待
す
る
一
方
、

円
安
や
金
利
上
昇
、
人
手
不
足
な

ど
の
影
響
も
注
視
し
て
い
る
。

　

彦
根
で
は
明
治
中
期
、
門
野
留

吉
が
カ
ラ
ン
作
り
を
始
め
、
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
や
コ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

の
製
造
が
盛

　
　
　
　
　
　
　
　

ん
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　

関
連
企
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　

約
１
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

人
が
働
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

で
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
。

　
　
　
　
　

 【
彦
根
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　

部
・
伊
藤
信

　
　
　
　
　
　
　
　

司
】

　

滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
（
彦
根

市
中
央
町
）
は
２
０
２
５
年
１
〜

12
月
の
生
産
高
を
発
表
し
た
。
対

象
23
社
の
合
計
は
前
年
比
４
・
８

％
増
の
３
３
８
億
４
１
７
８
万
円

で
、
４
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
高
騰
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
各
社
の
生
産
性
改

善
、
価
格
改
定
な
ど
の
努
力

に
よ
り
、
お
お
む
ね
順
調
だ

っ
た
。

　

種
類
別
で
は
水
道
用
弁
１

１
７
億
４
８
２
５
万
円
（
前

年
比
１
・
６
％
減
）
▽
産
業

用
弁
１
２
８
億
９
４
６
５
万

円
（
同
２
・
０
％
増
）
▽
船

用
弁
74
億
１
７
３
６
万
円

（
同
19
・
９
％
増
）
▽
鋳
物

園児たちと一緒に福豆をまく坂井真紀さんら

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
「
空
と
海
と
大
地
」

上 空 か ら も 撮 影 さ れ た Ｐ Ｒ 動 画

滋 賀 バ ル ブ 協 同 組 合 生 産 高 の 推 移


